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地域教育力の向上を目指して 
～小中学校・公民館との連携より～ 


































河辺公民館 ゆうゆう学級  
 
※ ボランティア参加人数 （学生延べ 1９名）、（地域の元教員延べ 12名） 
【8月 5日（月）4名】【6日（火）4名】【7日（水）７名】【8日（木）４名】 














































  ・8月 5日（月）学生 2名参加 、 8月 23日（金）学生 1参加 
  ・学習後は、愛育委員さんと一緒に昼食を作って会食する。 
  ・5日は、河辺公民館のゆうゆう学級と同日の開催で、しかも学生は、テスト期 
間中でもあったが、都合をつけて参加。 




















                       夏休みの宿題や絵手紙の体験学習 
公民館の絵手紙教室講座生の皆さんが       終了後は、みんなでカレー作り。   
講師として指導。ボランティアの中学生や      小学校・中学校の先生も一緒に 
大学生も挑戦しました。                 テーブルを囲んでいただきます。 








 8月 23日（金） 
 前回同様に宿題等の勉強から始めて、絵手紙体験に挑戦。ボランティアの地元元
教員や大学の学生も教員も初体験。児童のようにダイナミックに描けません。 
                     
そーめん流し。 
                      ソーメン流し 
                           夏の風情を体験 
 竹は館長が準備 
                                 
           
























                         
                      
冬休みの宿題に取組む児童と 
指導に当たる学生 
                           
 
宿題を済ませてみんなで書初めを。 
１・２年生は、別室で硬筆の書初めを。   
 書道の先生は、各学年をまわって指導。      中学生も一緒に書きました               
                      
最後は、百人一首に挑戦   百人一首は大学から 4 セット持参して 
 
 






      
      
                           続いてグループごとに 
   みんなで一斉に札を取ります。          読み手は、大学生。 
読み手は、小学校の校長先生。 
 
子ども未来塾（冬休み） 広野小学校児童参加者数  合計 45人 




































                        愛育委員の皆さんがカレーを 











































小学生も挑戦。               中学生も１、２、３、４・・・と 











  愛育委員の皆さんも挑戦です。     小学生は何度も挑戦。腕を伸ばして 
  消防署員に質問もしながら真剣に    手の平をうまく使って胸に当てています。 





























④ 地域教育力の向上への貢献 である。 
地域との連携を長く続けてきた甲斐があり、地域教育力にささやかながらも美作大
学として貢献していると自負している。今後コロナの影響でどこまでできるか不安では
あるが、2020年度も引き続き関係機関と連携をとり、地域教育力の向上に努めたい。 
 
 
 
 
 
 
